
令和元年 9月 シルバーだより
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令
和
元
年
度
第
１
回
安
全
委
員

会
が
６
月
１２
日
に
開
催
さ
れ
、
平

成
３０
年
度
及
び
令
和
元
年
度
の
事

故
発
生
状
況
を
検
証
す
る
と
と
も

に
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

平
成
３０
年
度
中
の
兵
庫
県
下
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
死
亡

事
故
も
含
め
た
重
篤
事
故
は
全
国

で

一
番
多
く
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
協
会
が
県
下
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
務
局
長
を
神
戸
に
集
め

て
強
く
注
意
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
平
成
３０
年
度
の

傷
害
事
故
件
数
は
若
干
減
少
す
る

も
の
の
、
入
院
を
要
す
る
事
故
が

多
発
し
ま
し
た
。
ま
た
、
賠
償
事

故
に
つ
い
て
は
平
成
３０
年
度
に
４

件
、
令
和
元
年
度
に
既
に
２
件
発

生
し
て
お
り
、
会
員
の
安
全
意
識

の
高
揚
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

６
月
２‐
日
に
は
、
高
齢
者
に
よ

る
交
通
事
故
が
全
国
各
地
で
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
午
前
中
に

た
つ
の
警
察
交
通
課
に
よ
る
交
通

安
全
講
習
会
を
開
催
し
、

‐０７
名
の

会
員
が
参
加
さ
れ
熱
心
に
受
講
さ

れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
草
刈

機
に
よ
る
賠
償
事
故
が
多
発
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
草
刈
機
製
造
会

社
の
例
丸
山
製
作
所
か
ら
草
刈
機

の
取
扱
い
方
法
等
の
講
義
を
受
け
、

そ
の
後
千
鳥
ケ
浜
公
園
で
草
刈
機

に
よ
る
石
飛
び
体
験
を
し
て
も
ら

い
、
草
刈
機
の
危
険
性
を
実
体
験

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

７
月
９
日
に
は
、
草
刈
作
業
の

安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
予

定
で
し
た
が
、
雨
天
の
た
め
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
各

支
部

。
事
業
所

で
の
安
全
パ
ト

ロ

ー
ル
の
回
数
を
増
や
し
て
実
施
し

ま
し
た
。

兵
庫
県
下
重
篤
事
故
例

（平
成
３０
年
度
）

①
加
古
郡
広
域
Ｓ
Ｃ
　
転
倒
骨
折

に
よ
る
感
染
症
で
死
亡

②
中
播
広
域
Ｓ
Ｃ
　
滑
落
に
よ
る

頭
部
打
撲
で
死
亡

③
姫
路
市
Ｓ
Ｃ
　
斜
面
転
落
に
よ

る
頸
髄
損
傷
で
死
亡

④
佐
用
町
Ｓ
Ｃ
　
転
落
に
よ
る
頭

部
打
撲
で
死
亡

⑤
中
播
広
域
Ｓ
Ｃ
　
転
落
に
よ
る

頸
椎
損
傷
で
長
期
入
院

①
作
業
は
安
全
第

一
、
急
い
だ
り
あ

わ
て
た
り
し
な
い

②
器
具
類
は
、
使
用
前
に
必
ず
点
検

③
服
装

・
履
物
は
、
作
業
に
合
っ
た

動
き
や
す
い
も
の

④
作
業
前
に
は
、
軽
い
柔
軟
体
操

⑤
加
齢
に
よ
る
諸
機
能
の
低
下
を
充

分
認
識

⑥
作
業
現
場
で
は
、
常
に
整
理
整
頓

⑦
共
同
作
業
で
は
、
合
図

・
連
絡
を

正
確
に

③
帰
宅
す
る
ま
で
、
交
通
事
故
に
気

を
付
け
る

⑨
健
康
に
は
、
常
に
注
意

⑩
十
分
な
睡
眠
を
と
る

兵
シ
協
安
全
就
業
ス
ロ
ト
ガ
ン

作
業
の
手
順
　
き
っ
ち
り
覚
え
て

安
全
．就
業
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